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学 フ ーラム  

 

の学ぶ意 を き出す 業 り 

活 を中 とした 業の がけに を当てて  

岡崎 学 万  

 

要 旨 

 フィールド実 とは、4年 の 1年間、 に 1回の実 を行うことである。 は、

から小学 と 行し、 活 が設置されている 2年 の学 で 業を し、 ー

ム ィー ングをすることで としての実 を き、 業 術の 上に めた。 業中の

の 的な に 目し、 の 掛けに対する の 応を することで、 業

開に 要な 掛けを学ぶことを らいとして を めた。また、8か月間にわたって

の を することで の成 を間 で ることができ、 理解も めることができた。 

 

１． の  

 は、 学で小学 と を学 でおり、 小 について関 がある。そ

こで、 びを中 とした の学びから 学 中 の小学 の学び と 行する 、いか

に を無 すことができるかが 要 と た。また、 との関 を図り、

を した学 活動を 開することのできる 活 の 業が設置されている 学年の 業を

することで、 の学ぶ意 を き出す 業 りについて らかにすることを目的として、

を行った。 

 

２． 業 と  

（１） の まる 的な 書 

の は 解 解にかかわら 書することで、 の意 や を なわないよう

な があることを学 。 が 解とは なる を した に、その の を

書し、そこから が いに ことができるような い しをしていた。 の

を 書するということは、 者の に れ、さらに の を めるきっかけにしたり

を 、 たな に フトしていったりすること と る。また、間 やすい

所を 出して 書をすることで、どこが間 やすいのかを理解して学ぶことができることが

かった。 

（２） の を さぶる の工  

 の を切り し、 する の によって、 業の 開が わったり、 の

を さぶったりすると る。また、 が ら きを て、 を ることがで

きた を称 することは、 が 的に学びを めてい う で、とても 要な かけであ

り、 の の工 と じた。例 ば、 ドリルの学 で、「 」という が出てき

た に、「 が かれるのかな。」と切り すことで「 間が かれる。」というような意 が出

た。この切り しが の意 を たり、そのものの本 に ったりすることに がるの

と理解した。 
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るおも です。ブ ッ を るフィールドは 3 あり、１ 下の は

のフィールドで やアヒルのブ ッ 、 中の は 上のフィールドで

や 、一 上の は のフィールドで など、 なブ ッ を ること

ができます。 

 

2. 振り り 

1）  

a） ス ジ ール

の 調整 

 学 に行ったアン ートの結 、 とのつながりについて るように

なったという学 が 名と な 、その要 は た に作 で でもら

う にアン ートを実施してしまったこと と られます。また、 学 が

日に開 され 意 であったため、 の作 で でもらうという経

をしていない学 もいます。 の作 を実 に っているところを る

会は なものであるため、ス ジ ールの 調整が 要 と ました。 

b） の について る 

 作 をまとめることに 間をかけた結 、 の調 の にデザイン

や については るものの、どこの を うかは することがで

きていま でした。岡崎市の 林 についての学 をカリキ ラムに

ことで や に対しての理解がより まると ました。 

2） 所  

a） 以上の た の のおも に対する興  

ス や ーム で べる が に た の た には のお

も では物 りな じると ていました。しかし、 学 で で れ

た た は でも３ 、 い と１ 間を て１つのおも で

び けていました。なかには たな び で でいる もいました。この

ことから た の 中 の さと な に かされました。またこの

業ではター ットに い りに してもらうもの りの しさも じ

ることができると いました。 

b） 広がるつながりの  

 この 業を して、今ある とのつながり けではな たなつながり

を 出すことができると じました。例 ば学 と一 にもの りをし

たり、 の と一 に岡崎市の 林 について るなど、つながりは

い らでも 出すことができます。このようなつながりが の の

や活 などのきっかけになれば、さらに意 のある 業になるのでは

ないかと いました。 

 

  

アイデアス ッ を いて れた た 、 学 に びに て れた た 、 ー

ップに いた岡崎市こども部こども 成課、 こどもの家の の

に いたします。 
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（３） を かす 

の 間 を して、 一 一 の理解度を し、 の実 に応じた 業 開を

することが 切 と学 。できたところまでを 的に けすることで、 の意 を

め、 の 解 の での 表 の にも がると理解した。 

 

３. 業実 と  

 業を しての は、 き けて２つある。１つ目は、学 の 業では、どのよう

なことを１年 に ていきたいかを る 間を設けることで、 が 的に学びに か

っていると じた。１年 を って たり、 年の学 を い出しながら たりして

いる から、 きな で学 に でいることも かった。２つ目は、間を取り、

する かけの工 が 切 と学 。間を取ることで の意 が出ることが かった。 

  

．実 の成 と今 の課  

 業 開に 要な がけで 切 と学 ことが き けて２つある。1 つ目は、

が意 をもって学びを めてい ためには、 が を われているかをはっきり かる

をすることが 切 と理解した。 どもが わない や どもが やすい にすること

が 要である。２つ目は、 や さぶりの によって、 の を めることがで

きるということ 。 に応じて、 と を い けることで、 は ・

を か ることができるのではないかと た。 

今 は、さらに との を図り、 を した学 活動において、 きの

を める の を していきたいと る。 て、 の興 ・関 を学びの

出 として、実 に れたり、 と ったりすることで学びを めてい ことができ

るような支 や がけについても学 でいきたい。 

 

 

・ 「学ぶ しさ、 かる びを実 できる 業 り～ 的・対 的に学び う

書 学 を して～」 

（https://www.pref.kagawa.lg.jp/documents/14782/01report_fujita.pdf） 

( 4年10月18日22 35 )                           

・ 業 りの め 「よい 業」をデザインするための つの  、 ネ

ル 書  、2020、198 ・210  

 

 

 お しい中、 の 、た さ の をいた き、 をして さった フィー

ルド実 の には、 お になり、とても しております。この をお りして、

し上げます。 

－58－
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